
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日：２０１６年４月３０日（土） 

 

主催：北勢線の魅力を探る会 

後援：桑名市、いなべ市、東員町、北勢線事業運営協議会、三岐鉄道株式会社 

桑員まちのファンクラブ、都市環境デザイン会議中部ブロック 

桑名歴史案内人の会、ふるさといなべ市の語り部の会 
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馬道駅の受付から有王塚・俊寛塚へ                   水谷 一夫 

 

８時３０分を過ぎるとボチボチと参加者の方が馬道駅に到着される。今回から事前の申し

込みではなく、チラシの下部の参加申し込み欄を切り取って持参して頂くか、持参頂けなか

った方にはここで申込書を記入して提出頂く方法に変わったが、たいしたトラブルもなく受

付は進んだ。８時４８分に到着した西桑名駅行きの電車から下車した大勢の参加者も、一部、

星川駅で受け付けを済ませてみえたせいか、９時には近藤代表の挨拶も終わって、参加頂き

ました。１３７人は有王塚に向かって出発した。 

   
馬道駅                 代表挨拶            有王塚 

有王塚に着くと、ここの解説をお願いしていた桜井克広さんは既にお待ちになっていて、

皆さんが到着するのを確認して、話を始められた。 

有王塚は『平家物語』に登場する俊寛と侍童有王に関わる伝説の塚である。塚への入口に

は表に「有王冢」、裏に「哀弧忠零落僅修荒墳 大正七年夏 昌忠」とある標石がある。道

から南約２０メートルの所に石垣で囲まれた塚があって、石造の小祠と正面に句碑「塚にな

けわが泣くあとを友千鳥 句仏」、裏に「有王者俊寛侍者也 少尋師絶島事生収骨行脚没 桑

名里人塚之此是也 大正十四年十二月十二日」が建っている。標石の「昌忠」は、大正時代

「かいつむり」を主宰して後進の育成に努めるなど、北勢地方の俳壇の興隆に貢献した俳人

天春静堂（１８７３～１９２７）のことで、彼は有王塚が荒廃していることを惜しんで塚を

修築し、桑名の俳人たちとともに句碑を建て、有王講を立ち上げた。また、句碑の「句仏」

は、生涯２万句の俳句を残し、「句仏上人」とも称された東本願寺第２３代法主大谷光演（１

８７５～１９４３）のことである。 

天春静堂は本名又四郎、明治６年１２月２１日三重郡保々村（現四日市市中野町）に生ま

れ、幼くして父母とともに桑名市西川原に転居した。津中学に入学したが退学し、横浜の砂

糖商の店員となった。のち朝鮮や満州に行き、仁川穀物協会を設立、また、営口水道電気会

社の支配人となった。大正元年(１９１２)チリ硝石の調査で南米に、その後英米にも渡り帰

国後、日本興業株式会社の支配人となるなど実業界で活躍した。大正５年(１９１６)心臓病

を発して実業界から引退し、翌６年から湯の山温泉・見性寺・千種山中・田口新田半帰庵に

転々と仮寓して静養に努める傍ら、俳句界の大家青木月斗、松瀬青々に師事して俳句に精進

した。大正１４年４月、静堂は従来の心臓病・腎臓病に加え直腸がんを宣告され、余命６ヶ

第２６回北勢線の魅力を探る「ふじ香る東海道を朝日まで」 

参加者：１３７人 

協力：桑名歴史案内人、朝日町歴史博物館、城南神社、久波奈江戸新撰館、ろっ石陶芸館、

晴雲寺、すし清、縄生自治会、真光寺、根来美術館、安達仏微笑館、安達本家酒造、西光寺 
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月を言い渡された。７月からこれらの難病を克服するため、尾高観音堂境内の小屋に籠居し

て、六角堂内で読経を続けながら断食療法を試み、延命に成功した。その後、富田一色海岸

の寓居で仰臥生活に入り、生死の境地を越えて句境を究め、この地の俳壇の支柱となって隆

盛に寄与したが、昭和２年８月２１日５４歳の生涯を閉じた。 

さて、俊寛（１１４３～７９）は平安末期の僧。仁和寺法印寛雅の子、僧都に任ぜられて

法勝寺執行となる。後白河院の信任を得て近習となった。治承元年(１１７７)５月、京都東

山鹿ヶ谷（ししがたに）にある俊寛の山荘において藤原成親・藤原師光（西光）など後白河

院の近臣と平氏討伐のための密議を行った。しかし、謀議は多田行綱の密告によって平清盛

の知るところとなり、治承元年６月３日夜、捕縛されて福原に送られ、西光は死罪、成親は

備前国に流罪（のち殺された）、俊寛は藤原成経・平康頼とともに鬼界ケ島（薩南諸島の硫

黄島・喜界島のいずれかといわれる）に流された。翌２年、平清盛の娘で高倉天皇の中宮、

徳子の安産祈願のため大赦が行われ、成経・康頼は赦免されて京に帰ることができたが、俊

寛のみは赦されず、ひとり島に残された。 

有王は『平家物語』（巻第三・有王）に「（俊寛）僧都のおさなうより不便にして、めしつ

かはれける童あり」とある人物で、俊寛の侍童と伝えられる。３年に及ぶ流罪生活を送る師

の安危を案じて、ひとり鬼界ケ島へ向かった。途中、衣服を奪い取られるなど苦難の旅を続

けて、漸くたどり着いた鬼界ケ島で「磯の方より蜻蛉なんどのやうに、痩せ衰えたる」俊寛

と再会できた。しかし、流罪中に妻子が病死したことを知った俊寛は精根尽き果て、死を覚

悟してひたすら弥陀の名号を称えて食を絶ち、島に渡って２３日目の有王に看取られ、息を

引き取った。その年３７という。島で師の荼毘を終えた有王は、高野山に登り奥の院へ遺骨

を納め、蓮華谷で法師となって諸国七道修行して師の後生を弔ったという。 

ここ有王塚は、その昔、走井山の辺りにあった「りん（漢字は舟へんに侖）宗寺」の門前

で行き倒れた有王を葬った場所と伝えられる。その時、寺僧が有王の死骸に筵をかけて通夜

をしたことから、その後、桑名城下において死者が出た家では筵をかけて忌中の印としたと

いう。また、一説では有王は虫歯に悩まされ、これによって死亡したともいわれ、このため

後世の人々が「歯痛で苦しむ者を救ってくれる」として塚に詣でるようになり、江戸時代に

は塚に植えられた榎の葉を飲めば歯痛が直ると信じられていた。現在は榎に変わって松の木

が植えられていて、この松葉を痛んだ歯で噛むことによって歯痛が直るという。 

現在、有王塚は明正通一丁目の皆さんによって区域の清掃や供花などが行われ、手厚くお

守りされている。 

お話の最後に桜井さんもおっしゃっていたが、全国に俊寛の墓とか有王塚と称する遺跡が

数多く残っている。民俗学者の柳田国男は『有王と俊寛僧都』の中で、九州を中心に山陽・

四国・北陸などに俊寛の墓と伝える遺跡が多くあって、内容は少しずつ異なっているにせよ

彼に関わる伝説が各地に伝えられている。これは一人ではとても残しきれない数であり、有

王と名乗る語り手が数多く存在したと述べている。 

つまり、鬼界ケ島から帰って高野山で法師となった有王は、俊寛の死に立ち会う人物とし

て物語に登場するだけでなく、遠島の罪に遭い辛酸をなめた俊寛の消息を伝える役割を担う

語り手、有王と称する高野聖であったとし、この話を『平家物語』の作者は作品に取り込ん

だという見解を示した。しかし、りん宗寺の前で横死した人物が、むくつけき高野聖である

よりは、たおやかな少年、有王丸の方が話としては花があるが… 
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              俊寛塚          益生駅北跨線橋を渡る 

それはさておき、有王塚を別れた一行は、細く曲がりくねった道を通って益生駅の西南に

ある俊寛塚へ向かった。この石碑の歴史は新しく、大正１４年１２月、有王塚に句仏の句碑

が建立された際、現在地よりやや北に建碑され、のちここに移されたものである。なにぶん

碑の周りは狭く、説明もそこそこに聞き流して、益生駅の北、近鉄とＪＲの踏切を跨線橋を

渡って新地の町屋御用水に向かった。 

 

 

町屋御用水                              伊藤 通敏 

 

 近鉄益生駅傍の踏切を歩道橋で超え、狭い露地を南へ進みます。益世小学校の正門の前を

通り、さらに南進すると広い通りに出会いました。通りの真ん中が掘割りのようになってお

り、階段が設けられていて水面へ降りることができます。水の流れは速く、数日前の雨の影

響からか濁っています。 

 これが江戸時代の初期に作られた上水道、町屋御用水の水路の名残です。階段の傍に説明

板がありましたが、退色して読みづらくなっているので市教育委員会発行のパンフレットを

配っていただき、それを見ながら説明しました。 

 桑名は木曽三川の土砂が堆積した土地に発達した町で、河口に近いので井戸には塩水が混

ざるところも多く、飲み水に適していませんでした。このため、大山田川や町屋川から汲ん

だ水を売って歩く「水売り」という商売が成り立っていたそうです。 桑名の潘主、松平定

行はこのような水問題を解決するため、寛永 3 年（1626）町屋川から取水して城下に配水

する上水道を建設しました。この水道は上流は開渠で通し、外郭堀を掛樋で渡して途中東海

道の吉津屋御門から暗渠となって道路下を土管や木樋で通す構造になっていたようです。そ

して道路の所々に水を汲むための井戸を設けました。その井戸を「通り井」と呼びました。 

 今、皆が立っているところは御用水の開渠にあたる部分で、以前は草の生えた護岸だった

のを、10 年ほど前に市が石の護岸に張り替え、水面にも降りられるようなポケットパーク

として整備した場所です。 

 御用水はここから 200m ほど東進し、新地地内で 90 度角度を変えて旧東海道の裏手に沿

って北上しています。現在開渠として確認できるのは益世小学校の東、以前は水車（みずぐ

在王塚図 

（『久波奈名所図会・中巻』より） 



4 

 

るま）と呼ばれた辺りまでで、その先は暗渠となっているようです。しかし昔の水路の跡は

旧東海道に沿って細い道となっているのでたどってみることができます。 

 この町屋御用水は明治 37 年（1904）に諸戸水道が完成するまで約 280 年間桑名の上水道

として使われました。今は農業用水として活用されています。 

 一行は柵で囲まれた水路に沿って東へ進み旧東海道に出て次の目的地、了順寺へ向かいま

した。 

  
  町屋御用水              説明する筆者 

 

 

桑部山了順寺                                   西村 健二 

 

 旧東海道に出て初めての見学場所となったのが了順寺です。平成 25 年（2013）に本堂改

修を終えたばかりで、境内はよく整備されていました。ここでは松岡節子さんから寺院の由

来について説明していただきました。 

＜寺院の沿革＞ 

 桑部山了順寺は、阿弥陀如来を本尊とする浄土真宗本願寺派の寺院です。元和 7年（1621）

に桑部城主毛利治郎左衛門尉秀重の孫毛利次郎助秀元が本願寺 12 世准如（1577～1631）に

帰依して恵秀と号して出家し、開基したと伝わります。かつて筆者が了順寺 12 世毛利慧見

師に毛利家の出自を尋ねたところ、長州藩主毛利家と同じ大江氏の末流とのことでした。家

紋及び寺紋も毛利家と同じ一文字に三つ星を用いています。 

 山門は桑名城から移築したものと伝わり、その傍らには毛利房江氏ら 36 人の女性達から

昭和 52 年（1977）8 月に寄進された山号寺号標柱があり、側面には「念仏社は無碍一道な

り」と刻まれています。本堂は明治 35 年（1902）に再建され、平成 25 年（2013）に改修

されました。落慶法要では親鸞 750 回忌と 13 世毛利瑞華師から 14 世毛利華信師への住職

継職の法要が合わせて行われました。本堂の鋳物製の樋受甕は昭和 37 年（1962）12 月に紺

屋町の後藤長治郎ら 2 人から寄進されたもので、大きな一文字に三つ星紋が特徴的です。 

 喚鐘は安永 7 年（1778）11 月に寄進されたもので、その銘によれば世話人が矢田町の水

谷半七、施主が松嶋宗七、作は広瀬九兵衛藤原道継とされます。鐘は供出したことから昭和

33 年（1958）4 月 10 日に寄進されたもので、『寺院と鋳物』によれば伊藤軍市郎の作です。

本堂の樋受甕には「鋳師伊藤軍一郎」とあり、同一人物と思われます。 

 境内には多くの墓碑があり、本堂脇には昭和 44 年（1969）2 月建立の住職毛利家の墓が

あります。また、鐘楼近くに俳人で間遠社 3 世春亭裏鏡（渡辺綱伯）、力士の浪之音吉右衛

門と浪之音吉蔵、行事の越柳庄七らの墓もあります。 
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 了順寺山門        了順寺                    墓碑 

  

城南神社                                     西村 健二 

 

 旧東海道を南に進み、伊勢神宮一の鳥居を下賜された城南神社に参拝し、拝殿前で松永栄

木宮司のお話を伺いました。ちょうど境内は整備されているところで、本殿、拝殿の台座も

整えられていました。 

＜神社の沿革＞ 

 城南神社は、天照大御神、豊受比売命、保食神、少彦名神、天目一箇命、大山津見命、火

産霊神の 7 柱を祀り、旧東海道に面して鎮座しています。 

 城南神社の鎮座地は、垂仁天皇の皇女倭姫命が天照大御神を祀るべき地を求めて移動して

いる途中、一時停座した地と伝わります。垂仁天皇 18 年（紀元前 12）、倭姫命は桑名野代

宮（桑名市）から奈具波志忍山宮（亀山市）を経て阿佐加藤方片樋宮（津市）に移っており、

その途中でのことと考えられます。その後、天照大御神の故地として神明社が創祀され、森

内神明宮、東宮とも称され、明治に至って村社となりました。 

 明治 41 年（1908）1 月 29 日、城南村に鎮座する 36 社を合祀して城南総鎮守となり、城

南神社と社号を改めました。その中には式内社とされる長倉神社もあり、一説には『延喜式

神名帳』の朝明郡に記される長倉神社とも言われ、明治 16 年（1883）4 月に松岡武兵衛が

寄進した「延喜式内長倉神社」碑が安永文化会館脇に建てられています。朝明郡の長倉神社

に比定する根拠としては、①当時は員弁川を桑名郡と朝明郡の郡界としていたことから安永

は朝明郡に属したとされること、②安永に長倉野という小字名があったことの 2 点が挙げ

られていますが、四日市市大矢知町に鎮座する長倉神社が最も有力な候補となっています。

なお、長倉神社の旧鎮座地は城南神社西側で、「長倉神社御旧蹟」碑が建てられています。

また、長倉神社には神明社の神主を代々務めた井上家が信仰した少彦名神を祭神とする井上

神社が相殿として祀られていました。 

 明治 43 年（1910）に本殿、大正 4 年（1915）に拝殿が完成、平成 22 年（2010）に拝殿、

平成 28 年（2016）に本殿の屋根をそれぞれ葺き替えました。平成 22 年まで拝殿に使用さ

れた巴紋の屋根瓦は境内に飾られています。皇室関連では、明治 2 年（1869）3 月に勅使と

して石見津和野藩主の亀井玆監（1825～1885）、昭和 27 年（1952）4 月 8 日に女性初の神

宮祭主となっていた北白川宮成久王妃の房子内親王（1890～1974、明治天皇第七皇女、当

時は皇籍離脱により北白川房子）が参拝しています。 

昭和 30 年（1955）には合祀していた各大字の神社を旧社地に分祀し、これらの神社は現在
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も城南神社宮司の兼務社となっています。境内社として、参道北側に乙石稲荷大明神が祀ら

れており、その祠の前には嘉永 6 年（1853）建立の石灯籠が並んでいます。 

 神主は大中臣氏の末裔を称する井上家が代々務めていましたが、明治 2 年（1869）12 月

25 日に井上甫基が亡くなったことから、明治 3 年（1870）3 月に福江町の水野大全、明治

30 年（1897）5 月 30 日に旧桑名藩祈祷掛の松永松男が継承しました。松永家は陸奥白河か

ら藩主の移封と同時に移って来た士族で、一族の墓は走井山麓の北勢線沿いにあります。松

永松男の後は松永鶴吉を経て、現宮司の松永栄木氏へと続き、長男の松永栄甫氏も禰宜とな

っています。 

   

  城南神社鳥居             拝殿                松永栄木宮司の説明 

＜境内を巡る＞ 

 旧東海道に向かって立つ社号標は、公家の出身で神宮大宮司となっていた三室戸和光

（1842～1922）の書で、大正 3 年（1914）5 月に松岡武右衛門ら 15 人の寄進によって建立

されました。三室戸子爵家と桑名は意外に縁があり、養子の三室戸敬光は三室戸家が代々務

めた竹真流華道の家元を桑名市の寺に譲り、孫の三室戸為光は昭和 13 年（1938）2 月に東

京都文京区大塚に東邦音楽学校（現在の東邦音楽大学）を創立しています。東邦音楽大学文

京キャンパスとその隣にある大塚公園は、桑名藩抱屋敷跡地で、松平定信が六園と称した庭

園がありました。明治 43 年（1910）には旧桑名藩主松平子爵家の屋敷となり、屋敷神とし

て祀られていた住好稲荷社は現在も大塚公園の一角に鎮座しています。 

 玉垣（大正 9 年（1920）10 月寄進）前の灯籠は五穀成熟と村内安全を願って明治 16 年

（1883）10 月に伴七蔵が寄進しました。その傍らには昭和 5 年（1930）9 月に神宮一の鳥

居の下賜を記念した「皇大神宮一ノ鳥居御下賜」碑が立ち、裏面には城南村長後藤久太郎、

社掌松永鶴吉、社頭係伴又一、伊藤豊造、後藤良太郎と氏子総代蒔田善三郎ら 15 人の名が

刻まれています。余談ながら、蒔田氏は四日市市蒔田の長明寺境内にあったとされる蒔田城

の城主蒔田相模守宗勝の子孫と伝わります。鳥居は神宮の遷宮ごとに下賜され、玉垣の奥に

建てられており、平成 6 年（1994）10 月にも下賜を記念した石灯籠が 2 基寄進されていま

す。その奥の灯籠は参道南側が明治 7 年（1874）9 月、参道北側が明治 10 年（1877）10 月

に建立されています。鳥居脇の狛犬は「日露記念」として明治 39 年（1906）7 月に森常右

衛門ら 22 人によって寄進されました。 

 社務所前には昭和 25 年（1950）10 月に中村富次郎とすずが喜寿を祝って寄進した石鳥

居があります。また、社務所前の庭園には井戸の脇に明治 16 年（1883）1 月寄進の石灯籠

があります。社務所の西側には昭和 61 年（1986）10 月に建てられた手水舎（棟梁中野照

海）があり、脇には竣工を記念した「手水舎乃上棟木の香はつもみじ 斉月」の句碑（松岡

咸寄進）があります。また、句碑の傍らには明治 12 年（1879）9 月建立の石灯籠が立って
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います。手水石は嘉永 4 年（1851）の寄進で、「奉献 荒川磐根 嘉永四年歳喬幸安孟春吉

旦」と刻まれています。 

 拝殿前の篝火台は大正 4 年（1915）5 月 1 日に寄進され、石灯籠は大正 8 年（1919）1 月

に中村多助が寄進しました。拝殿脇には神宮少宮司藤岡重孝揮毫の「天照大御神御遷幸旧蹟」

碑があり、倭姫命が訪ねた故地であることを記念して平成 10 年（1998）10 月 17 日に建立

されました。また、安永文化会館前には「水 奉納 当所若者 天保十四（1843）卯九月」

と刻まれた手水石があり、境内では最も古い石造物です。 

 

 

「久波奈江戸新撰館」と「ろっ石陶芸館」                 西羽 晃 

                                     

 城南神社を出るころには、列も乱れてきて、前後が長くなってきました。次の目的地であ

る「久波奈江戸新撰館」に到着した第一陣と遅れて来た第二陣との２グループに分かれて、

第二陣グループは先に「ろっ石陶芸館」へ進み、後で交代しました。 

 「久波奈江戸新撰館」は「桑名まちかど博物館」に登録されている、小さな私設博物館な

ので、全員が中に入ることができず、外で浅井清貴館長から話を聞きました。浅井さんは現

代美術造形作家です。「久波奈江戸新撰館」は江戸時代の商家を解体した時に、古い建具や

階段箪笥などを譲り受け、館内の展示用に利用しています。そのコンセプトは「江戸と平成

のハーモニー、過去と現在のシンフォニー」です。 

開館日は不定で、要予約（☏0594-22-6485） 

   
 久波奈江戸新撰館            館長浅井さんの説明           館内 

目と鼻の先に「ろっ石陶芸館」があります。ここも「桑名まちかど博物館」です。小さな

私設博物館なので外で話を聞きました。館長の森一蔵さんは桑名の伝統的な萬古焼を独創的

に極められ、「桑名市無形文化財」の保持者です。独特の色絵が得意で、とくに臙脂釉の萬

古焼の復元をされました。いなべ市北勢町麻生田に登り窯がありまり、当会の第２回目の時

に訪れ、絵付け体験をしたことを思い出しました。 

開館日は不定で、要予約（☏0594-21-0864） 

  

左 ろっ石陶芸館 

右 館長森一蔵さんの説明 
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清浄山晴雲寺                              西羽 晃 

 

「ろっ石陶芸館」のすぐ近くに晴雲寺があります。真宗大谷派で清浄山と号します。東海

道に面しており、江戸時代は東国に向かう大名は、この寺で休憩して衣服を改めてから、桑

名城下に入ったと言われます。門を入ると、すぐに目に飛び込んでくるのがフジ棚です。長

く伸びた房を見て、普段は見過ごしていたと思いました。良い時期に来たことを幸いに感じ

ます。本堂でお庫裡さんから、寺の説明を受けました。 

本堂は明治２７（1894）年の上棟で、昭和６０（1985）年に大修復されました。内部は荘

厳な雰囲気です。大修復の際に外された大屋根の鬼瓦は境内の片隅に飾ってあります。明治

の本堂建立の際に、１２世住職の智遵が「本堂再建記事」を丹念に書き残しており、平成２

２（2010）年に『雲の上 いつも晴れ―晴雲寺本堂再建記事―』として出版されています。 

奥の書院なども拝見させて頂きました。立派な駕籠もあります。智遵の三女縫衣の夫である

柏谷後彫の描いた襖絵や、伊藤恭子の描いた壁画が見事です。境内には大正７（1918）年建

立の経蔵があり、内部を拝観しました。六角形の輪転の棚に大蔵経が収められています。 

   

  晴雲寺門                本堂でお庫裡さんの説明 

   
伊藤廉の描いた襖絵                          経蔵         庭の藤棚 

 

東海道を「すし清」へ                                           西羽 晃 

 

江戸時代は大名行列で賑わっただろう東海道の上に国道２５８号線が高架で跨っていて、

風情をそいでいます。歩行者用の地下道もあります。この辺りは東海道の立場であった所で、

今も古いたたずまいの家がちらほら残っています。中でも江戸時代からの「玉喜」は古い建

物で、昔は街道名物の「安永餅」を売っていました。建物は今も残っていますが、無住のよ

うです。向かい側は料理旅館でしたが、最近に閉店しました。名物のフジは「主なき」も今

を盛りと咲いている風情が物悲しい。 
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  玉喜                  伊勢両宮常夜燈      すし清 

左手の小高い所に文政元（1818）年建立の大きな伊勢両宮常夜燈、明治２６（1893）年建

立の里程標が今も立っています。さらに進むと町屋川に突き当たります。その先に橋があり

ましたが、今は近くの国道一号線の橋を渡ることになります。町屋川の手前に料理旅館「す

し清」があります。安政３(1853)年に東海道の茶店として創業し、東海道の旅人で賑わいま

した。邸内のフジは樹齢 250 年以上と言われますから、創業以前からあったものと思われま

す。今回のウォークの目的の一つが、ここのフジを見ることです。花が咲くのは今年は早そ

うなので、散っているかと心配しましたが、間に合って見ごろです。 

今日からゴールデン・ウィークにかけてワン・コインで飲み物や軽食も提供されています。

参加者の中にはここで昼食をよばれた方もありました。女将さんの話では、高齢化して営業

を続けることが困難になって廃業を考えましたが、娘が引き継いでくれたので、今も営業し

ています。建物はコンクート造りですが、中は純和風です。最近は純和風の旅館も珍しいの

で、断るほどのお客さんが来て下さり、有難いことです。外国の方も申し込まれますが、対

応が出来ないので、お断りしていますと。 

 「すし清」☏0594-22-0166 ＨＰhttp://sushi-sei.com/ 

  

  すし清の藤棚                        町屋橋 

 

 

雨宝山金光寺                             松岡 節子 

 

国道一号線上の町屋橋を渡って、朝日町縄生の東海道に入り 250ｍ程進むと道路端に「十
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一面観世音菩薩」と刻まれた大きな石柱が建っています。ここが金光寺の入り口で、本堂へ

は細長い参道を通っていきます。 

小さな本堂の前では説明をお願いしている朝日町縄生の区長 山上良彦さんと朝日町歴

史博物館の浅川学芸員さんが一行を迎えて下さいました。 

縄生廃寺跡はかって「金光寺跡」と呼ばれ昭和４０年代からその存在が知られていたそうで、

その周知の遺跡が昭和 61 年度発掘調査の結果、大和の飛鳥寺や川原寺の瓦のような蓮華文

軒丸瓦が出土し、また塔跡や舎利容器等から７世紀末から８世紀初頭に創建されたことが明

らかにされたのです。 

平安時代には天台宗から真言宗に改宗になり、苗代神社の別当寺として隆盛を極めたと云

われる七堂伽藍の金光寺は永禄 10 年（1567）織田信長の伊勢侵攻時に焼き払われてしまい

ます。それから百年あまり後、延宝元年（1673）桑名藩士 近藤新兵衛（禄 200 石）の家

来が現在の公民館縄生分館のあるところに小堂を建て、本尊十一面観世音を祀りました。こ

の観音さんは桑名地方観音三十三ヵ所巡礼の二十五番目にあたり「み仏をたのむ心の誠あら

ばこがねの光おのずからみん」と詠まれ広く信仰を集めたようです。この小堂は寛政年間

（1789~1800）に類焼し、その三年後に現在地に再建されたのですが、明治 3 年（1870）当

時の住職、浄海を最後に無住となりました。 

現在は自治会管理で毎月１０日に大福田寺住職を迎えて詠歌をとなえお勤めをされてい

ます。本尊十一面観音座像は２５年毎にご開帳になり次回は平成３９年５月とのことです 

また境内に遺ってる石積みは帆山唯念に師事した復古大和絵の栗田真秀（1871~1942）の生

家だったと説明を頂きました。博物館で展示される栗田真秀を身近に思い、そして遙か白鳳

のロマンをも感じさせてくれる金光寺を後に真光寺へ向いました。 

   

  金光寺                  縄生区長山上良彦さんの説明    本堂 

 

 

桔梗山真光寺                             山下 博子 

 

金光寺を出て数分歩くと、午前最後の見学場所真光寺に到着です。お迎えは右扉に藤紋と

左扉に珍しい「一丁半桔梗一之字紋」の山門です。先ず、ご住職のご案内があるというので、

配布されたパンフレットを持参して本堂に参集、植村住職のお話を聞かせていただいた。 

当寺の開基は伝教大師最澄によって、大同二年(807)天神山の北方お坊ｹ谷に一寺を創建し、

天台精舎･真光寺と号したのが始まると云う。その後、当時の住職祐正は本願寺三世覚如上
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人の教化を受けて真宗に改め、寺を登保利川の北に移した。しかし、永禄年間（1558～1569）

に兵火のため焼失、のち字屋敷田に移すが衰退の一途を辿った。 

元和二年（1616）大和高取城主･植村出羽守の弟金之亟頼重は信州桔梗ケ原の戦いでの論

功賞に不満があり、野に下って当寺に住み祐善と称した。このことが山号「桔梗山」の由来

につながるエピソードとなる。また、寺地を現在地に移し再建、祐善を中興とした。真宗に

改宗後の歴代住職は、現住職で二十二代目となられ、脈々と継承されている。 

明暦三年(1657)藩主松平定良は病気療養の有馬温泉からの帰途歿、その遺体を桑名に運ぶ

途中町屋川が洪水のため川止めとなり、当寺で三日間安置し厚くその霊を弔った。あとを継

いだ藩主松平定重はそのときの礼として時服とともに、本堂前にある松平家の定紋「梅鉢」

入り大手水鉢を万治三年（1660）に寄進されたものである。その後、越後高田藩主松平定賢

が桑名東方にある圓妙寺（松平定良公菩提寺）の鐘楼を下付され移築した。 

また、本家大和高取城主から度々使者の往来があり、寺勢が高まったと云われる。ほかに

も本堂山額「桔梗山」は文政八年(1825)松平定信公の直筆を拝領して模刻したものや定綱公

の御墨印、陣笠など由緒ある数々のものが現存している。 

なお、時代ごとに伽藍等は再建されたが、明治十七年には本堂が再建落成した。周辺きっ

ての威容を誇るに至ったらしい。しかし、１００年を経た平成四年には建築技術を駆使した

平成修復工事が行われ、堂々たる新真光寺のたたずまいである。 

ご住職のご厚意で提供していただいた本堂境内等で昼食を済ませた後、足取りも軽く一路

次の目的地、根来美術館へと向かった。 

   

  真光寺                松平定重公より拝領の大手水鉢   植村住職の説明 

   

定賢公から下付された袴付鐘楼    一丁半桔梗一之字紋        九条下り藤紋 
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根来美術館                              近藤 順子 

 

真光寺でお昼を食べ、午後の最初の目的地、根来美術館に向かいます。後尾の私が美術館

についた頃には、早い方は安達仏微笑館のお弟子さんの案内で次に向かっていました。 

 この美術館は、昨年の４月５日に開館したばかりの、女流画家根来恒子さんの私設美術館

です。早速、中に入ると、大きな作品が何枚か目に飛び込んできて圧倒されます。作品を間

近で見ることができ、油絵具で色彩豊かに描かれ、周りにフレームのようにパッチワークが

貼ってある作品もあります。２階にも作品が展示されており、降りてきた何人かの「遊女を

題材にするのにこだわるのはなぜですか」という質問に、根来さんは「着物の色彩の美しさ

に引かれたのと、遊女の性の奴隷という悲しさに同情して。『床入りをためらう遊女』は、

男性は気づかない遊女のためらいを表現しました。また、『遊女脱走』は、逃げ出した遊女

が屋根の上に追い詰められ、この後、身投げして死ぬしかないのですよ。」と語っていまし

た。華やかな明るい色彩が多い作品の中に、遊女の内面が細やかに表現されていることを知

りました。（土・日 １２時～１６時まで開館。入場無料。） 

外に出ると、やはり、お弟子さんが迎えに来ており、最後の組として次の安達仏微笑館に

向かいました。途中一里塚跡が建っていました。 

   
  根来美術館           画家根来恒子さんの説明      ２階 

 

 

安達微笑仏館・安達本家酒造                      岡本 浩平 

                                     

 根来美術館を出て東海道をさらに南へ進み、安達微笑仏館を訪れました。 

 館長の安達正秋さんとそのお弟子さんが解説してくださった。安達正秋さんは今年 90 歳

を迎えらえますが、かくしゃくと今も活躍しておられます。仏像彫刻を定年後に始められた

そうです。 

   
一里塚跡           安達微笑仏館             館長の安達正秋さん 
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展示室には、円空上人や木喰上人の作品を模した仏像も含めて

たくさんの仏像が所せましと並んでいます。中でも圧巻は十一面

千手観音でした。製作に２年近くかけたそうです。いずれの仏像

も穏やかな表情に心が癒されます。 

 じっくり拝見したかったのですが、時間もないのでまたあらた

めて訪れたいと思いました。まちかど博物館に指定されています

ので、予約すれば見学させていただけます。 

電話 ０５９—３７７—２３４３ 

 安達微笑仏館を出て向かい側の安達本家酒造株式会社の工場

を見学させてもらいました。明治 43 年(1910)の創業だそうで歴

史のある酒蔵です。参加者の中には、銘酒「富士の光」や酒粕を

求める人もたくさんおられました。 

  
安達本家酒造             酒蔵                 十一面千手観音 

 

 

朝日町資料館                             集山 一廣 

 

思い掛けないサプライズとなった安達本家酒造の工場見学は、まち歩きの愉しみの一つと

なりました。 

近鉄朝日駅と東芝の事業所の間を通り抜けると、左手に朝日町史跡案内板が見えてきまし

た。その脇に新しい石柱の「旧東海道の道標」があり、その脇に金属の銘板がありました。 

「ここは、東海道‥」と始まる解説文字はあまりに小さくてカメラに収めるしか手立てがあ

りませんでした。かろうじて東海道中膝栗毛の一節である小向村名物の焼き蛤を書いた絵と

ともに当時の様子を伝えたかったのでしょう。 

   

  銘板                朝日町資料館            学芸員浅川さんの説明 
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 やっと到着した朝日町資料館は耐震補強工事の準備ならびに工事のため、平成 29 年 3 月

末まで臨時休館となっていました。皆さんはがっかり。それでも朝日町歴史博物館学芸員の

浅川さんが、2 度に渡り概要を説明されました。 

 朝日町資料館は、大正 5 年（1916）に朝日村役場として現在地に建てられました。昭和

39 年（1964）10 月に隣接地に新庁舎が完成するまで 48 年間、役場庁舎として使用され、

その後、14 年間「朝日町公民館」として転用され、昭和 53 年 11 月 3 日、朝日町資料館と

して開館、民俗資料を中心に展示して現在に至っています。外観は、木造 2 階建て、寄棟造

瓦葺きで、小屋組はトラス構造です。 

 建築面積 135.03 ㎡、延べ床面積 234.1 ㎡のこじんまりとした建物ですが、１階に事務関

係の諸室を配し、２階に議場を設ける地方建築の特徴をよく留めている建造物として平成

12 年、国の登録有形文化財となっています。 

 展示物は農耕、養蚕、炊事、家具、食器、駕籠、陶器、時計、日用生活、荷車など、大正

の浪漫と昭和の歴史がぎっしりと詰まっています。来年 4 月のリニューアルオープンが待

たれます。 （出典資料：朝日町教育委員会パンフ他） 

  
  手回し洗濯機              真光寺から寄贈された駕籠 

 

朝日町立朝日小学校                          集山 一廣 

 

朝日町資料館を出て反対側の目の前にドーム状の屋根を持った建物が朝日町立朝日小学

校です。国道 1 号線や近鉄電車の窓からも、町の建物とは違ったドーム状の屋根を望むこと

が出来ます。 

 朝日小学校の円形校舎は昭和 37 年（1962）、坂本鹿名夫の設計で建てられました。施工

は清水建設株式会社。鉄筋コンクリート造 4 階建て。それまでは、明治 36 年に創設された

木造の校舎でした。 当時、学校施設は防災、不燃化が強く求められたため、鉄筋コンクリ

ート化が図られるなど、技術的、構法的な発展、整備が進められていました。円形校舎の最

大の魅力は、中央にホールをとることによって、共用部分を減らし、導線が短くなることか

ら、経済性、機能性に優れているといわれています。また、バランスのよい形状のため、耐

震性能も期待されます。 

 朝日小学校舎の特徴は最上階の 4 階に設けられた、プラネタリウムのようなドーム天井

をした円形講堂（体育館）です。放射状にバランスよく組まれた天井の鉄骨の梁が適度な緊

張感と、心地よい刺激を与えています。側面の 180 度に展開する窓からのパノラマは壮大で

あり、日当たりや風通しも良いという利点があります。 
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1 階から 3 階までは、中央部にホールを設け、バームクーヘンを切り分けたような、扇形

の特別教室が並んでいます。黒板が光って見えづらいことがあるが、扇形の教室は教師と生

徒の距離感が近く、教師からは全体が見渡せることができます。音楽室などは音響効果がよ

く、映画館やコンサートホールを思わせるような室内空間を形づくっています。一時期に流

行した円形校舎は、建て増しが容易にできないことや、老朽化により、減ってきています。

朝日小学校も、児童数の増加により実用性が悪くなってきていますが、学校は毎日通う思い

でのところでもあり、町のシンボルとして、いつまでも残して欲しいと思います。平成 25

年(2013）12 月に国の登録有形文化財となりました。 

   
朝日小学校の円形校舎        朝日小学校南面            朝日町役場 設計者は坂本鹿名夫 

円形校舎の生みの親でもある坂本鹿名夫は、昭和 30 年代、全国に 100 棟以上の円形建物

を設計しており、そのひとつ明倫学園円形校舎（横浜清風高校円形講堂）は、「世界の建築

遺産」といわれる「ＤＯＣＯＭＯＭＯ」に認定されています。 

坂本鹿名夫は、明治 44 年(1911 年)7 月 21 日東京で生まれました。鹿名夫という風変わ

りな名前は、父親が知事を務めた鹿児島県と市長を務めた名古屋からとられたそうです。ち

なみに永井荷風は従兄、高見順は異母兄にあたります。東京工業大学建築学科卒業後、昭和

12 年に大成建設に就職しました。戦時中の海軍技術将校を経て、昭和 29 年 1 月大成建設を

退職し、坂本鹿名夫建築研究所を設立しました。 

（出典資料：編集／JIA 三重「三重の建築散歩」他） 

 

 

朝明山西光寺                             水谷 仁士 

 

 2 年ほど前に、妻を亡くされた当年 72 歳の住職のユーモアあふれるお話しと、図書館で

調べた解説をもとに報告します。 

 この寺は、三重郡朝日町柿にあります。山号は朝明山、宗旨は浄土真宗大谷派。もと桑名

市萱町、法盛寺の末寺。 

 もと天台宗であったのが、明応５年（1496）蓮如上人に帰依して浄土真宗大谷派となった。

本尊絵像書の願主名が磨滅してわからないので、明治のころ１４世法鏡が本山へ法名釈開基

という染筆を出願したところ、厳如上人より、その法名を許され、以後開基には、この開基

という法名を用い、その命日を裏書の明応五丙辰年六月二日としている。貞享２年（1685）
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８世呼漢のとき、それまでの本願寺派を故あって大谷派東本願寺派に転じたので、檀徒は僅

か２５人となり、元禄９年（1696）４月１７日に呼漢は寺を去り、本尊などを桑名本願寺別

院へ預けた。檀徒の人たちは協議の上、呼漢の娘を盛り立て、三重郡千種三岳寺から僧智門

を迎えて再興することになった。 

 主な仏像絵画などに、本尊阿弥陀仏如来立像（寛永１５年）、絹本着色顕如上人影像（慶

長１８年）、絹本着色證如上人影像（寛永１７年）、絹本着色親鸞聖人影像（寛永１７年）、

絹本着色聖徳太子影像（正徳５年）がある。半鐘は安永６年 桑名広瀬九朗兵衛道次作。本

堂は木造入母屋造り本瓦葺き（明治１５年落成）七間（約１２．６ｍ）四方。鐘楼は表門四

脚 方二間（約 3.6ｍ）。庫裏は、１１間半（約 21..8ｍ）に７間（約 12.6ｍ）。 

 「えらくなりたい。儲けたい。負けたくない。それを無くさない限り、迷っています。」

住職の説法が印象に残りました。 

   

  西光寺門               西光寺                 住職の説明 

 

 

若松園から朝日町歴史博物館へ                    藤野戸 紘紀 

 

到着時間の関係上、西光寺の住職のお話は、３回に分けて行われた。先に終わった第１班

の約６０名は、第２班の住職のお話の終了を待てずに、旧東海道を戻り始めた。先導係が、

あわてて、先頭に行き、二つ目の角を左折することを伝える。「左折すると若松園」という

白地に赤い文字の案内板が目に入ってきた。この交差点を左折すると、道路幅６～７ｍの登

り勾配の坂道がまっすぐに伸びている。目を凝らすとＪＲの架線が見え、更にその先に体育

館のような建物が見える。この道を数十メートル進むと、右側に「御菓子司若松園」の看板。 

新装なった若松園に到着。 

   
若松園                                和菓子を買い求める参加者       和菓子の木型 

この若松園は、「四日市地域まちかど博物館」の登録をされており、和菓子の道具等を展
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示し、和菓子を通して地域の文化・習慣の一端を紹介しているといいます。早速、中に入り

ご主人（館長 柿澤 芳喜氏）にご挨拶。「これから１００名以上の参加者が参ります。館

長のお話を伺うというお願いをしていたと思いますが、参加者が多く、どのようにしましょ

うか。」と質問すると、「特に、何も準備をしていません。狭いところですが、順番に館内を

ご覧になり、お買い物もなさって下さい」という快い返事をいただく。主旨を参加者に伝え

て、順番にお店の中に入ってもらう。あっという間にお店の中は人で溢れてしまいましたが、

やがて、お気に入りの和菓子の買い物を済ませた参加者が、店から出てきて、この班のメン

バー全員が見学と買い物を済ませることができた。「名物の汐見が売り切れてしまったらし

いよ！とか、後の班の人が気の毒！」というような会話の中、本日の最終目的地の朝日町歴

史博物館に向かって出発です。 

ＪＲ線の踏切に向かって進むと、左側に空き地と大きな屋根と黒い壁の建物が出現。稲垣

酒造の工場です。下見会の時はお邪魔しましたが、本日は休業日との事で通過。更に前進し

ＪＲの踏切を渡ります。線路に沿って左方向を見ると、１００メートル位先に、ＪＲ関西線

の朝日駅の上りのプラットホームが見える。ここからは、道幅が広くなり、登り勾配もきつ

くなっています。最後の踏ん張り所ですよと声を掛け合い進むと、右側に朝日町教育文化施

設全体が見えてきて、心なしか、みんなの足が早くなったようです。やがて、立派な門扉が

現れました。到着です。 

真正面に、朝日町歴史博物館と図書館の入口が見え、先ほど朝日町資料館まで説明に駆け

つけてくれた学芸員の方が、こちらに戻って、すでに待機していて下さいました。 

   

  朝日町歴史博物館            縄生廃寺三重塔１／１０模型       学芸員浅川さんの説明 

早速、１班のメンバーは、博物館の展示室に入り、館内を見学。一息ついてから、先ほど

の学芸員の方が、展示室の案内板の前で、館内の展示物について説明をしてくださいました。 

展示物は、①縄生廃寺跡出土の舎利容器一括資料（重要文化財）をはじめ、②江戸時代の

国学者橘守部、③万古焼中興の祖森有節、④日本画家栗田真秀、水谷立仙、⑤俳人中村古松

のコレクションといった資料を展示し、朝日町の歴史や文化を紹介しているという説明があ

りました。 

この中で、昭和６１年の縄生廃寺の発掘調査の話に質問が集中しました。古代寺院の塔基

壇と葺かれた状態のまま落下したと思われる屋根瓦が出土したこと。そして、塔基壇の中央

地下約１．２ｍの心礎の舎利穴の中から唐三彩の椀を蓋に被せた、ろくろ引きの滑石製舎利

容器が発見されたこと。舎利容器が出土したことは全国的にもめずらしく話題を呼んだそう

です。また、軒丸瓦の様式からこの寺院の創建は、白鳳時代に遡ることが分かったそうです。

出土瓦や舎利容器が展示され、発掘当時の状況が、模型にして展示されていました。さらに



18 

 

圧巻は、縄生廃寺三重塔の１／１０模型がつくられ、展示されていました。参加者は、この

説明が終了するともう一度、ゆっくり展示場を見て回り、第１班の博物館見学が終了しまし

た。 

展示場を出ると、もう１名の学芸員の方が、事務所から出て見えて、「本日の北勢線の魅

力を探る会の皆様のために、３種類の歴史街道散策マップを１００部ずつ用意しましたので、

是非お持ち帰りください」と大きな声で案内してくれました。この案内のあと、参加者は、

思い思いに、展示されている色々なパンフレットを選択したり、休憩したりして、第２班の

到着を待ちましたが、中々姿が見えず、帰りの電車の時間のこともあり、全員集合しての解

散をあきらめ、班毎の順次解散方式に変更しました。２０分遅れで第２班、３０分遅れで第

３班が到着し、その都度、展示場の中で、学芸員の方が丁寧に説明をしてくださいました。

“朝日町の学芸員の皆様、本日は、本当にありがとうございました。”挨拶を済ませて、最

後に残ったメンバーで、ＪＲ朝日町駅に向かいました。東員町からの参加者がつぶやいてい

ました。「朝日町は、小さな町なのに、沢山の史跡や文化財があり、教育文化施設もあり、

うらやましいなあ」・・・・・・ 
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